
漁業・養殖業の生産性向上 （スマート水産業の推進）

《対策のポイント》

水産資源の持続的な利用や水産業の成長産業化を実現するためには、ＩＣＴ等の水産新技術を活用したスマート水産業を推進することが重要です。

漁業者が自律的にスマート水産業を実践できるよう人材の育成など推進する基盤づくりを行い、民間企業と漁業者との活動を推進し、水産現場への新

技術の実装を加速化させます。

《目標》 本県水産業の持続的な発展を目指して、漁業者が自主的・自立的にスマート水産業を実践する。

〈対策の内容とイメージ〉

１ 民間企業等がもつ新技術を本県水産現場に導入
（１）スマート化を推進する人材の育成

研修会や実証試験への参加などにより育成

【スマート化を推進する人材の育成】
①新技術に対する負の先入観の払拭

②スマート技術を身近なものとして実感

③現場にスマート化を分かりやすく伝える

（２）民間企業等がもつ新技術を本県水産現場に展開
本県水産現場にあった技術を民間企業等が開発、スマート化を推進

する人材が県と連携しスマート化を横展開する

２ 県が主体に取り組む新技術の開発・導入
（１）国と連携した情報システムの構築とデータのフル活用
ＩＣＴを利用して水揚情報を電子的に収集する「漁獲報告システム」の構築

（２）県が提供する海況情報の高度化（水産情報ネットワークの情報強化）
千葉県水産情報通信センターがＨＰで提供する海況情報の高度化など
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【新技術を知る】 研修会、現場説明会

➤ 漁業者が新技術や成功事例を学ぶことができる研修会を開催

➤ 操業情報などのデータを提供することのメリットや、データ保護の

仕組みを説明

【新技術を試す】 実証試験に参加

➤ 水産現場のニーズを踏まえた民間企業が、漁業者と協働して実証試験

を実施、効果を評価するなど、漁業者に体験の場を与える

【新技術を導入・普及する】

➤ 成功事例を各水産現場のニーズに合わせて横展開

➤ 必要に応じて機器導入に係る支援


